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京都大学記者クラブ、報道関係者各位  

  

京都府立大学 動物機能学研究室の研究成果が 

国際学術誌「Nutrients」に掲載されました 

近年注目される「4種の希少糖」の腸ホルモン分泌能と飽満感創出作用の比較解析 
甘味を有して低カロリーな希少糖の有益効能を発見 

 

自然界にごく微量しか存在しない希少糖は、現在までに約 50 種

類が知られています。そのうちいくつかは大量合成法が確立されて

おり、甘みを持ちながら低カロリーであることから、機能を有する食品

成分として注目が集まっています。希少糖の 1 つである D-アルロー

スは、抗糖尿病薬や抗肥満薬のモデルとなった消化管ホルモン

GLP-1（グルカゴン様ペプチド-1）の分泌を促進し、肥満や糖尿病の

予防・改善に寄与する可能性が示されています。一方、それ以外の

希少糖によるGLP-1分泌促進作用や、過食抑制効果については、こ

れまで明らかにされていませんでした。 

この度、京都府立大学大学院生命環境科学研究科動物機能学

研究室の岩﨑有作教授と増田雄太特任助教を中心とする研究グル

ープは、松谷化学工業株式会社との共同研究により、低カロリーか

つ大量合成が可能な 4 種の希少糖を選定し、マウスを用いた実験で

それらの機能を評価しました。その結果、以下を発見しました。 

① アルデヒド構造を有する D-アロースと比較して、ケトン構造を有する 3 種の希少糖：D-アルロース、D-タガ

トース、D-ソルボースは、いずれも同程度の強さで GLP-1の分泌を強く促進しました。 

② この 3種の希少糖は、空腹後の“ドカ食い”行動を有意に抑制する効果を示しました。 

③ 興味深いことに、GLP-1 分泌促進作用が弱かった D-アロースも、GLP-1 受容体とは異なる未知の機構に

より、満腹感を引き起こす作用があることが明らかになりました。 

本研究により、甘味を持ちながらも低カロリーな希少糖の中に、GLP-1の強力な分泌促進作用や過食抑制作用

を持つものが存在することが示されました。肥満や 2 型糖尿病が世界的に増加する現代社会において、これらの

機能性希少糖をうまく活用することで、甘味を楽しみながら摂取カロリーを抑え、生活習慣病の予防・改善に貢献で

きる可能性が期待されます。 

本研究成果は、スイスの学術雑誌「Nutrients」に掲載され、2025 年 3 月 31 日にオンラインで発表されました。

（https://www.mdpi.com/2072-6643/17/7/1221） 
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1. 研究背景と目的 

現在、肥満者数や肥満関連疾患として知られる 2 型糖尿病の罹患者数は、世界規模で増加し続けています。2

型糖尿病は加齢に伴い発症リスクが高まる疾患であり、国際糖尿病連合（IDF）の予測によると、2045年には 65歳

以上の 4 人に 1 人が糖尿病を患うとされています。近年では、GLP-1 受容体作動薬をはじめとする優れた 2 型糖

尿病治療薬が開発されていますが、高額で継続が困難なケースも多く、さらに治療中断後に体重や血糖値がリバ

ウンドするリスクも指摘されています。そのため、発症の根本要因である生活習慣、特に食生活の改善を通じた予

防・治療の重要性が、あらためて注目されています。 

こうした背景の中で注目されているのが、「希少糖（レアシュガー）」です。希少糖とは、自然界にごく少量しか存

在しない単糖類の総称で、これまでに 50 種類以上が知られています。中には、甘みを持ちながらも低カロリーな糖

もあり、肥満や糖尿病の予防に貢献する“次世代の糖”として期待が高まっています。 

これまでに、希少糖のひとつである D-アルロースには、腸から分泌されるホルモン「GLP-1」を促す働きがあり、

過食を抑制する効果があることも報告されています。GLP-1 は糖尿病治療薬である GLP-1 受容体作動薬のモデ

ルとなったホルモンです。そこで本研究では、低カロリーかつ大量合成が可能な 4 種の希少糖（D-アロース、D-ア

ルロース、D-タガトース、D-ソルボース）を選定し（図 1）、これらの GLP-1の分泌や食欲への影響を調べました。 

 

2. 研究成果 

全ての実験は、マウスを用いた動物実験で評価しました。マウスに希少糖もしくは一般的な糖（ぶどう糖：D-グル

コース、果糖：D-フルクトース）の水溶液を一定量、口からチューブを用いて胃内へ投与し、投与 1 時間後の血中

GLP-1 の濃度を測定しました。その結果、D-フルクトース、D-アルロース、D-タガトース、D-ソルボースに強い

GLP-1 分泌促進作用が認められました（図 2A）。これら糖の共通点は化学構造にケトン（R-CO-R’）を有する「ケト

ース」であることでした。反対に、D-グルコースや D-アロースのようにアルデヒド構造（R-CHO）を有する「アルドー

ス」は GLP-1分泌能が低い結果でした。 

次に、希少糖の食欲に対する効果を調べました。一定期間絶食をさせて空腹の状態のマウスに餌を与えると、

短期間に大量の餌を食べる、いわゆる「ドカ食い」が生じます。餌を与える直前に、糖溶液を単回で胃内投与し、摂

食行動を測定しました。その結果、GLP-1分泌を強く誘導した 4種のケトースに加えて、D-アロースが、マウスの摂

食量を短期的に有意に抑制しました（図 2B）。この摂食量低減作用における GLP-1 の関与を調べるために、糖溶

液を与える前に、GLP-1 受容体の阻害剤を注射すると、ケトースによる摂食抑制作用は消失しました。しかし、D-

アロースによる摂食抑制作用は同様に認められました。従って、ケトースの希少糖は、GLP-1 の分泌を介して、ドカ

食いを予防することが示唆されました。一方、GLP-1 分泌を強く誘導しない D-アロースは、GLP-1 を介さない未知

の機序で摂食量を低減させることが分かりました。 

 

3. 発見の意義と今後の展望 

本研究では、D-アルロース以外の希少糖に着目し、ケトースに分類される D-タガトースおよび D-ソルボースに、

GLP-1 の分泌を強く促進する作用と摂食量を低下させる作用があることを明らかにしました。また、D-アロースに

は、GLP-1 を介さずに摂食量を低減させる効果があることも確認されました。これらの希少糖は甘味を有しながら

も低カロリーであることから、その機能性を活かすことで、甘味を楽しみながら摂取カロリーを抑え、生活習慣病の

予防・改善に寄与することが期待されます。 
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5．用語説明 

（1）GLP-1 

腸ホルモン glucagon-like peptide-1（グルカゴン様ペプチド-1）の略。食後に分泌され、インスリンの分泌を促進し

たり、満腹感の創出に関与するペプチドホルモン。しかし、GLP-1 は非常に不安定で血中での半減期は 1-2 分で

ある。そこで、生体内で安定なGLP-1のアナログが開発された。このGLP-1受容体作動薬は、現在、糖尿病治療

薬、そして、抗肥満薬として利用されている。 

 

（2）ケトース 

単糖はその化学構造から大きく 2種類に分類され、ケトンを有する単糖をケトースと呼ぶ。ケトースには、一般糖と

して D-フルクトース（果糖）があり、希少糖では D-アルロースなどがある。 

 

（3）アルドース 

アルデヒドを有する単糖類の総称をアルドースという。D-グルコース（ぶどう糖）や D-アロースがある。 

 

6．図表 

 
図１ 実験で使用したぶどう糖、果糖、そして、4種の希少糖 

2種のアルドース（A）と 4種のケトース（B）の化学構造とエネルギー（1 gあたりのエネルギー）を示した。D-
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グルコース（ぶどう糖）と D-フルクトース（果糖）は天然に多く存在する一般的な糖である。その他、D-アロ

ース、D-アルロース、D-タガトース、D-ソルボースは希少糖である。 

 

 

図 2 希少糖をマウスに単回胃内投与した後の血中 GLP-1濃度と摂食行動の解析 

(A)一晩絶食させたマウスへ一般糖または希少糖の水溶液を単回胃内投与し、投与 1 時間後の門脈血中

GLP-1 濃度を測定した。投与量 3 g/kg。（B）一晩絶食させたマウスへ一般糖または希少糖の水溶液を単

回胃内投与し、その後 6時間の摂食量を測定した。生理食塩水を投与したマウスの摂食量を 100%とした相

対摂食量で示した。投与量 3 g/kg。*は p < 0.01で生理食塩水群と比較して有意差が認められた。 

 


